
 

 

申 請 事 業 名 東林間自治会活性化事業 【 № 1 】

申 請 団 体 東林間自治会 

事 業 目 的 等 

 自治会活動を地域住民に分かりやすく周知することにより、自治会の各種主催事業の

活性化を図るため、自治会広報活動を強化する。 

 また、地域世代交流事業及び地域活動ボランティア育成・促進事業を実施する。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 490,000 円 （全体事業費 548,366 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 １．ボランティア育成事業（２４年１月２８日実施）参加者７１名 

 ２．活動周知事業：月１回のクリーンデー１２ヶ所、参加者２５０名 

 ３．交流事業（３世代交流うどん作り）２３年１０月１５日実施 

   参加者：子ども８０人、大人４０人 

 

◇事業成果 

 ・各事業は自治会活動の活性化が図られ、自治会活動への参加と協力が得られた。 

 ・加入促進を目的として、育成事業・活動周知事業・交流事業を展開し、多くの参加者を

得た。地域活動への参加が期待できる。 

 

◇自己評価 

 ・地域活性化事業交付金制度の補助金を効果的に活用できた。 

 ・今後も各事業を継続して実施出来る。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・防災活動やボランティア活動の担い手を育成するなど、地域における公共的な活動を

促進する取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 松南自治会活性化事業 【 № 2 】

申 請 団 体 松南自治会 

事 業 目 的 等 

 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、自治会の各種主催

事業を行う。 

 （まちかど教養講座、ふれあいミニコンサート、童話の読み聞かせ会等） 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 271,000 円 （全体事業費 294,210 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・平成２３年１２月７日、地域の高齢者を対象とした「生きいきサロン」を開催（地域民生委

員主催）食事会の後、地域で活動しているマンドリンサークルの演奏会を開催。 

 

◇事業成果 

 ・参加者は、購入した新しい安定感のあるイスにゆったりくつろいで食事を取り演奏を聴

くことができ、大変評判がよかった。 

 ・今後いろいろな催しを自治会館で開催し、地域の人たちの交流親睦を図って欲しいと

の要望がたくさん寄せられた。 

 

◇自己評価 

 ・公民館、ふれあいセンターに参加できない人も、身近な自治会館であれば気軽に参加

でき、新しいイスの効果が反映されて引きこもりがちな高齢者を引っ張り出し、元気に生

き生きした１日を過ごしていただくことができた。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・自治会と活動団体が協力して実施するなど、公共的活動への参加を促進する取り組

みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 翠ヶ丘自治会活性化事業 【 № 3 】

申 請 団 体 翠ヶ丘自治会 

事 業 目 的 等 

 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、自治会の各種主催

事業を行う。 

 （盆踊り大会、防災訓練、防犯・交通映画会等） 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 145,000 円 （全体事業費 218,400 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ワイヤレスアンプ等を各種集会時に使用した。 

 ・歳末パトロール（１２月２６日） 

 ・焼き芋大会とお楽しみ会（１月８日） 

 ・民生委員懇談会（２月２０日） 

 

◇事業成果 

 ・騒がしい中、連絡事項等の周知に威力を発揮した。 

 

◇自己評価 

 ・有線と無線のマイクが使用でき、かつ、テープ、ＣＤの録音を再生することができる。 

 ・音割れも少なく価値の高いワイヤレスアンプを入手できたと評価する。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・自治会と民生委員等が協力して実施するなど、公共的活動団体間の連携の強化が図

られる取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 芸術文化振興事業 【 № 4 】

申 請 団 体 ピュアサウンズ 

事 業 目 的 等 
 マンドリン演奏を通じて、ボランティア演奏を推進するとともに、地域交流の場を提供し、

地域の音楽文化の活性化と向上を図る。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 58,000 円 （全体事業費 58,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・平成２３年１０月２２日おださがプラザ（ラクアルオダサガ４Ｆ）来場者にて、１４０名（定員

１４０名）来場者は、老人ホーム等の福祉施設の入居者、東林地区、小田急相模原駅

周辺の方々が多かった。 

 

◇事業成果 

 ・来場者が、複数の老人ホーム等の福祉施設の入居者、東林地区、小田急相模原駅周

辺にお住まいの地域の方々であり、ご近所同士誘い合って来ていただいた。 

 ・一緒に歌っていただいたりして客席とステージが一体となって楽しんでいただいた。 

 

◇自己評価 

 ・事業の目的を十二分に達成したと実感しています。 

市 評 価 

 ・地域の音楽文化の活性化を図るとともに、地域のふれあいや親睦交流が深められた

取り組みであった。 

 ・公共的活動団体等の連携の強化が図られる取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 地域ボランティア促進活動 【 № 5 】

申 請 団 体 東林めだかの学校 

事 業 目 的 等 

 「話し方」「聴き方」の話法を通して、地域の活性化や住民相互の絆づくりを推進するとも

に、高齢者施設や児童施設などへの出前活動を行い、「朗読」を中心とした交流活動を行

う。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 １日 

交 付 決 定 金 額 262,000 円 （全体事業費 262,090 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 １．相模原民話三題の各ＤＶＤと、それぞれの民話のふるさと（現地）を訪問してそれの

故事来歴などを調査した民話毎の「解説版ＤＶＤを３本製作した。 

 ２．該制作物品を有効に活用し、東林地域の高齢者施設並びに児童施設を訪問、２３年

４月～１２月間に１１回出前（朗読）活動を実施した。 

 

◇事業成果 

 １．具体的な出前活動先は、東林間シニアクラブ、清菊園、上鶴間こどもセンター、東林

間児童館、東林間児童クラブ。講評にて感謝され、複数回公演した施設もある。 

 ２．我学校生徒の生き甲斐にもなっており地域の活性化に及んでいる。 

 

◇自己評価 

 １．我東林めだかの学校の”建学のこころ”に掲げている通り「学びの成果を活かして地

域に貢献する」という目的を達成できた。 

 ２．訪問先から感謝されるということで、全員がやり甲斐、充実感を味わえ高齢者の活力

になっている。 

市 評 価 

 ・子どもから高齢者までの多くの地域住民が参加されており、地域活動の活性化を図る

とともに、地域住民の親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・学びの成果を活かして活動を実施するなど、地域における公共的な活動を促進する取

り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 南自治会活性化事業 【 № 6 】

申 請 団 体 南自治会 

事 業 目 的 等 

 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、自治会の各種主催

事業を行う。 

 （春の集い、納涼大会、秋の集い、敬老の集い、新年の集い等） 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月２９日 

交 付 決 定 金 額 200,000 円 （全体事業費 301,100 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 各種集会に利用 

 ・秋のつどい（１１月３日） 

 ・年末特別警戒パトロール（１２月２５日・２６日） 

 ・新年賀詞交換会（１月８日） 

 

◇事業成果 

 ・外部にて行われる伝達に大いに役立った。 

 ・会館内での会合に於ける周囲徹底が出来た。 

 

◇自己評価 

 ・無線のマイクの為、２方向からの伝達が出来、高性能なアンプの入手で自治会活動に

大いに活躍出来ると評価している。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・自治会と活動団体が協力して実施するなど、公共的活動への参加を促進する取り組

みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 相和自治会活性化事業 【 № 7 】

申 請 団 体 相和自治会 

事 業 目 的 等 
 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、子どもから高齢者ま

でが一堂に集う餅つき大会や防災訓練等の催しを行う。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月２９日 

交 付 決 定 金 額 149,000 円 （全体事業費 224,275 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・餅つき大会を行い、子ども会、老人会、自治会の地域活動の活性化と三者団体の交流

親睦が図られた。 

 

◇事業成果 

 ・自治会活動への参加と協力が得られ、多くの参加が得たことにより地域活動への参加

が大いに期待できる。 

 

◇自己評価 

 ・補助金を効果的に活用することが出来た。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・子どもから高齢者までの幅広い層に参加を呼びかけるなど、公共的活動への参加を促

進する取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 自治会組織力増強事業 【 № 8 】

申 請 団 体 さがみ南自治会 

事 業 目 的 等 

 自治会員数の増加による自治会の拡充発展を目指すため、自治会主催事業を通し、自

治会活動をアピールするとともに、自治会の有用性をＰＲするチラシを作成し、自治会の

加入促進を行う。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 ２９日 

交 付 決 定 金 額 150,000 円 （全体事業費 150,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・戸別訪問の上、フルカラーの募集チラシに景品を添え自治会を説明した。 

 

◇事業成果 

 ・面談による説明で、理解が促進されたことは、大きな収穫となった。 

 

◇自己評価 

 ・人の転出入が激しく、不景気の世の中ゆえ、短期間に自治会員の加入増加は、期待し

がたいので絶え間なく継続活動する必要がある。 

市 評 価 

 ・自治会独自のチラシを作成し、全戸配布を行うなど、自治会の加入を促進する取り組

みであった。 

 ・継続的な活動を期待したい。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 ルネ東林間自治会活性化事業 【 № 9 】

申 請 団 体 ルネ東林間自治会 

事 業 目 的 等 
 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、子どもから高齢者ま

でが一堂に集う餅つき大会や防災訓練等の催しを行う。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 ２９日 

交 付 決 定 金 額 135,000 円 （全体事業費 203,860 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・新春ふれあいの集い、餅つき大会で備品が整い自治会活動の活性化と地域住民の交

流親睦が図れた。 

 

◇事業成果 

 ・自治会の親睦が図れ、地域住民の協力・助け合いの心が育まれた。 

 ・自治会活動への参加意識が高まった。 

 

◇自己評価 

 ・補助金を効果的に活用することが出来た。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・子どもから高齢者までの幅広い層に参加を呼びかけるなど、公共的活動への参加を促

進する取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 東林地区活性化応援事業 【 № 10 】

申 請 団 体 まちづくり応援実行委員会 

事 業 目 的 等 

 東林地区の活性化を図るため、ふるさとまつり等の広報活動を行う。 

 また、商店街活性化のための広報活動を進めるとともに、東林間サマーわぁ！ニバルへ

の来場者の継続的な商店街への来場を推進していく。 

交 付 決 定 日 平成２３年 ８月 ２９日 

交 付 決 定 金 額 487,000 円 （全体事業費 886,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・東林間商店街が開催している「東林間サマーわぁニバル」と地元商店との結びつきをア

ピールする目的で商店街 PR パンフレット「わぁ」を制作し、「東林間サマーわぁニバル」

開催期間中にイベント参加者へ配布。 

 ・また、地元自治会が開催する「ふるさとまつり」でも自治会と商店街の融合を推進する

ため「東林間サマーわぁニバル」の風景を収録した映像を放映した。さらには、「ふるさと

まつり」の状況を記録するため全工程をビデオカメラで撮影した。 

 

◇事業成果 

 ・まちづくりにおいて自治会と商店街の活動は車の両輪のように大変重要なものです。

今回活動した地元に通っている大学生達が市民の気持ち、考え方を発信、具現化する

ことで、両者の連携の強化を図ることができたような気がしました。 

 ・今後も〝まちづくりの担い手〟の育成を目指しまちづくり応援活動を続けていきたいと

考えています。 

 

◇自己評価 

 ・今回は、東北大震災の影響で「東林間サマーわぁニバル」の開催の有無もなかなか決

定せず、結果として遅い時期からの取り組みとなったため、時間がなく十分な企画作業

をできずに発信したため、当初の予想からすると 30％程度の達成と感じています。今回

の経験を活かせば来年度はさらに密度の濃い活動ができるものと実感しています。 

市 評 価 

 ・地域や商店街の魅力を発掘し、紹介することにより、地域の活性化が図られるととも

に、地域振興に寄与する取り組みであった。 

 ・学生と地元住民が連携して実施しており、地域における公共的な活動の担い手育成を

促進する取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 林間自治会活性化事業 【 № 11 】

申 請 団 体 林間自治会 

事 業 目 的 等 
 自治会の活性化等を図るとともに、地域の親睦交流を深めるため、ハッピータウンまつ

り（体操、防災、ウオークラリー）や餅つき大会等の催しを行う。 

交 付 決 定 日 平成２３年１２月 １日 

交 付 決 定 金 額 204,000 円 （全体事業費 274,310 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 ・１０月３０日（日）「ハッピータウンまつり」実施。９２名参加。 

  内容：初期消火、ＡＥＤ操作、救出救護、炊き出し、避難訓練等。 

  （南消防署東林分署、消防団第７分員団員の方々にご協力頂きました） 

 ・１２月４日（日）餅つき大会 約１３０名参加 

 

◇事業成果 

 ・会員相互の親睦交流がより深められた。 

 ・自治会への参加意識が非常に高まった。 

 ・３．１１の事も有って参加者の防災意識が高まり熱心に訓練を受けてもらえた。 

 

◇自己評価 

 ・補助金を有効に活用する事が出来た。 

 ・年々参加者が増え、自治会の活性化が図れた。 

 ・防災訓練、餅つき大会と協力者が多く、準備も万全でチームワークの良さが成功に連

ってると思った。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・自治会と自主防災隊等が連携して実施するなど、公共的活動への参加を促進する取

り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 アネックス自治会活性化事業 【 № 12 】

申 請 団 体 ライフコア東林間アネックス自治会 

事 業 目 的 等 
 自治会内の敬老と親睦を兼ね家電品の安全確認活動（点検修理）を行う。 

 また、地域内の道路等の落葉清掃や雑草の除草などの地域環境美化活動を行う。 

交 付 決 定 日 平成２３年１２月 １日 

交 付 決 定 金 額 50,000 円 （全体事業費 62,800 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

１．公園および周辺道路の環境整備事業 

①毎月公園内、および周辺道路のゴミ清掃を実施 ②公園内の除草作業は、雑草の伸び

具合で適宜実施 ③ 秋以降の落ち葉は、購入したブロワーで吸引し、ゴミ袋に回収した

④伸びすぎたヒマラヤスギの枝の剪定を実施 

２．電気製品品安全確認事業 

① 電気製品の修理事業は、９１件実施し、その内８５件が安全に稼働 

 

◇事業成果 

１．環境整備事業 

①近隣では綺麗な公園および周辺道路となっている ②保全を継続的に推進するために

は、活動員の充実が必要 

２．電気製品品安全確認事業 

①高齢者の増加と共に、維持・保管の悪さのための故障が目立つ ②本事業は、電気製

品の安全確認上重要であることを痛感している。 

 

◇自己評価 

１．環境整備事業 

①公園内や周辺道路の整備・清掃後はマナーの悪い通行人のたばこのポイ捨てが少なく

なっている。②公園内にも、自分のゴミは持って行くようなりつつある。 

２．電気製品安全確認事業 

①年々依頼件数が増加するとともに、相談者だ増えている。②しかし、補修部品の手配補

充に古老している。 

市 評 価 

 ・多くの地域住民が参加されており、自治会活動の活性化を図るとともに、地域住民の

親睦交流を深める取り組みであった。 

 ・自治会とサポーター（協力員）等が協力して実施するなど、公共的活動への参加を促

進する取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  



 

 

申 請 事 業 名 自治会活動等ＰＲ事業 【 № 13 】

申 請 団 体 東林地区自治会連合会 

事 業 目 的 等 

 東林地区内の地域住民に対して、自治会及び地域団体の活動チラシの作成配布を行

い、自治会活動や地域活動の大切さや重要性について、意識の高揚を図るとともに、自

治会の加入促進を図る。 

交 付 決 定 日 平成２４年 ２月２７日 

交 付 決 定 金 額 375,000 円 （全体事業費 375,000 円） 

団 体 実 績 報 告 

◇事業実績 

 東林地区の自治会や地域団体の活動チラシの作成配布を実施した。 

 発行部数：２５，０００部（ＰＲチラシ：Ａ３、上質紙、カラー） 

 配布方法：①ポスティング（業者委託）にて全戸配布 20,000 部 

        ②地域団体や催しでの配布          4,000 部 

        ③転入者（毎月約 60 人）への配布       1,000 部 

 

◇事業成果 

 ・東林地区内の自治会活動や地域活動の大切さや重要性を、地域住民に広く周知する

ことができた。 

 ・ＰＲチラシを全戸配布することにより、自治会に入るきっかけを作ることができた。 

 

◇自己評価 

 ・自治会活動や地域活動の大切さや重要性について、意識の高揚を図ることができた。

 ・自治会の加入促進を図るとともに、地域活動の活性化を図る機運が高まった。 

市 評 価 

 ・自治会活動や地域活動の大切さや重要性を広く周知するなど、公共的な活動への参

加を促進する取り組みであった。 

 ・自治会の加入促進を図るとともに、地域活動の活性化を図る取り組みであった。 

備 考  

平平成成２２３３年年度度  東東林林地地区区地地域域活活性性化化事事業業交交付付金金決決定定事事業業のの概概要要とと評評価価  


